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◇研究目的  
  地球環境の変化により，薬用天然資源の減少が危惧される。そこで本分野では，生薬資源の
現状の把握と代替生薬の開発，生薬の特徴を把握した効率的利用の促進並びに栽培薬用植物の
選択と栽培拡充を目的にして，アジアにおける漢薬資源の調査と薬用生物の遺伝学的，成分化
学的，薬理学的多様性の解析を行う。また，天然薬物の標準化を目的にして，遺伝子多型に基
づく生薬同定法の開発並びに成分・活性情報の融合による生薬機能の解析を行う。 
◇研究概要   
Ⅰ）薬用植物及び伝統薬物の調査研究 
 1) ミャンマーの Yangon Region でサラシアの資源植物の自生状況を調査した（ミャンマー保
健省伝統医療局との共同研究）。 
2) 中国海南省で Salacia 属植物の自生状況を調査した（成都中医薬大学との共同研究）。 
3) モンゴルで防風の資源植物の自生と栽培状況を調査した（モンゴル国立大学との共同研究） 
Ⅱ）薬用植物・生薬の多様性の解析 
 1) アジア産 Curcuma 属植物についてクルクミノイド生合成酵素遺伝子イントロン長多型
（ILPs）解析を行い，同属植物の分類に ILPs 解析が有用であることを明らかにした。 
2) 骨砕補市場品，Drynaria fortunei 及び関連植物の根茎について TLC 法による成分比較を行
い，正品である骨砕補を判別する TLC 条件を確立し，その指標となる成分を明らかにした。 
3) モンゴル産 Saposhnikovia divaricata の根・根茎について HPLC-UV 法による 13 成分の定量
法を確立し，含量の地域変動を明らかにした。 
4) LCMS を用いた神麹の配合生薬の成分化学的解析を行い，それぞれの生薬に由来すると推
定される化合物を見出した． 
Ⅲ）薬用植物の国内栽培の拡充を指向した研究 
 1) エゾウコギの「人工水耕－圃場ハイブリッド栽培」を実施した。作出物について地下部・
茎の成分分析を行い，栽培 4 年目及び 5 年目の株の地下部が生薬「刺五加」として使用で
きる可能性を示唆した。 
2) エゾウコギ葉の品質評価法としてサポニン 4 成分の簡便な HPLC 定量法を確立した後，水
耕－圃場ハイブリッド栽培により得られた葉を分析し，水耕育苗中の葉が最も高含量であ
ることを明らかにした。 
Ⅳ）伝統薬物の活性成分の探索と構造解析 
 1) 車前子の抗アロディニア活性画分から見出したイリドイド化合物の大量供給を目的に，蔓
荊子からの成分探索を行い，3 種のイリドイド化合物を単離同定し，これらが抗アロディ
ニア作用を持つことを見出した。 
2) アフリカなどで抗マラリア作用を期待して伝承薬として用いられるコンゴボロロの葉部か
ら 24 化合物を単離した。その内 6 種は新規フェニルプロパノイド縮合型イリドイドである
ことがわかり，各種スペクトルの解析によりその構造決定を行った。 
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 2) Dr. Moe Swe（ミャンマー・保健省伝統医療局）：Field Research, and Genetic and Chemical 
Analyses on Myanmar Medicinal Plant，2016～ 
 3) Galzad Javzan Batkhuu（モンゴル・モンゴル国立大学）：Field Research, and Chemical 
Analysis on Mongolian Medicinal Plants，2017～ 
   
◇研究費取得状況  
 1) 日本学術振興会科学研究費助成事業，基盤研究(C)（第2年度）（代表：小松かつ子，分担：
當銘一文，朱 姝）「グローバル社会に対応した医薬品・食品素材「ウコン属生薬」の多様性解
析による標準化」  
 2) 日本学術振興会科学研究費助成事業，基盤研究(C)（第 2 年度）（代表：當銘一文）「和漢
薬複合成分の精密プロファイリング技術の確立」 
 3) 日本学術振興会科学研究費助成事業，基盤研究(C)（第 2 年度）（代表：朱 姝）「遺伝子解
析を活用したサラシアの資源探索：中国産 Salacia 属の多様性解析」 
 4) 平成 29 年度国立研究開発法人日本医療研究開発機構，創薬基盤推進研究事業「次世
代医薬品の効率的実用化推進のための品質評価技術基盤の開発」（協力者：小松かつ
子，朱 姝，當銘一文）「原料生薬の遺伝子解析を利用した品質標準化と理化学試験に
関する研究」 
 5) 平成 28 年度国立研究開発法人日本医療研究開発機構，創薬基盤推進研究事業「薬用植
物の国内栽培推進を指向した基盤技術及び創薬資源の開発に関する研究」（分担：小
松かつ子）：「国際的視野に立脚した薬用植物資源，関連情報の集積・調査研究」 
 6) 平成 30 年度国立研究開発法人日本医療研究開発機構，創薬基盤推進研究事業「薬用植
物種苗供給の実装化を指向した開発研究」（分担：小松かつ子，協力者：當銘一文，朱 
姝）：「早期生薬生産・成分評価システムの構築」 
 7) 2019 年度熱帯医学研究拠点一般共同研究（代表：當銘一文，分担：小松かつ子，朱 姝）
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「熱帯感染症に有効な薬物開発を指向した天然薬物研究」 
 8) 富山県受託研究「和漢薬・バイオテクノロジー研究」（分担：小松かつ子，當銘一文）
「車前子成分の神経障害性疼痛抑制効果と富山県産ブランド化に向けた有効成分の
豊富な生薬（薬用植物）の探索」 
 9) 一般財団法人医薬品医療機器レギュラトリーサイエンス財団令和元年度｢日本薬局方
の試験法等に関する研究｣（分担：小松かつ子）：「日本薬局方収載生薬の基原植物の学
名に関する課題の検討」 
 10) 第 8 回（令和元年度）公益財団法人小林財団 研究助成（代表：當銘一文，分担：小
松かつ子，朱 姝）「単味生薬製剤の開発を指向した有用生薬からの活性成分探索とそ
の定量分析法の確立」 
 11) 富山大学運営費交付金機能強化費（分担：小松かつ子，當銘一文，朱 姝）「漢方薬に
よる認知症予防への取り組みと地域活性化」 
 12) 2019 年度和漢医薬学総合研究所公募型共同研究，特定研究（総括：小松かつ子，分
担：當銘一文，朱 姝）「高齢者疾患または予防先制医療に有効な和漢薬の網羅的精密
分析」 
   
◇研究室在籍者  
  学部 3 年生：小菅智正 
  学部 4 年生：川﨑亮平 
  学部 6 年生：花澤志帆 
  大学院修士 1 年：山本祥雅，北見駿典 
  大学院修士 2 年：高尾汐織，董 昱卓（10 月入学） 
  大学院博士 2 年：Yasenjiang AXIMU（10 月入学），劉 群棟（10 月入学），今井美佳子 
大学院博士 3 年：喩 歓歓（10 月入学） 
  客員研究員：Zolboo BATSUKH（2019, 10/1～） 
  研究支援員：福田寛美（2019, 4/1～） 
  協力研究員：高橋京子（大阪大学，2019, 4/1～2020, 3/31），中村賢一（鈴鹿医療科学大
学，2019, 4/1～2020, 3/31）嶋舞（2019, 7/20～2020, 3/31） 
   
◇学位（修士）取得者 
 修士論文  
  高尾汐織：エゾウコギの人工水耕－圃場ハイブリッド栽培と作出物の品質に関する研
究 
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